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令和６年６月１７日（月） 

於 苫小牧工業高等専門学校 

  



 

式 次 第 
 

開式の辞 

来賓紹介 

校長挨拶 

来賓祝辞 

植樹（土入れ） 

高専機構理事長謝辞 

学生会長謝辞 

閉式の辞 

 

 
 

苫小牧工業高等専門学校 開校６０周年 

 

 

  

※終了後、記念撮影を行います。 

 苫小牧工業高等専門学校は第三期校として昭和３９年に設置され、本年を 

もって６０周年を迎えることとなりました。開校以来、教育体制、施設設備と

もに社会の要請、時代の変化に応じながら、これまで多くの本科卒業生、専攻

科修了生を送り出してまいりました。この間における各位の御指導と御協力に

より、教育研究の充実と発展を見ることができましたことを心から感謝いたし

ます。 



 

「高専の森」プロジェクトとは 

 

 

 

 

 

 

紅ヤマボウシ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 高等専門学校（高専）は、１９６２年４月に第一期校が開校され、２０２２

年に高等専門学校制度創設６０周年の節目を迎えました。 

 「高専の森」プロジェクトは、高専制度創設６０周年の節目に、全国の高等

専門学校が次の未来に向けて大きく成長することを願い記念樹を植樹するも

ので、持続可能な開発目標（SDGs）の実現と、次の世代の高専生の成長を「高

専の森」が見守るというメッセージが込められています。 

 本日、植樹する樹木は紅ヤマボウシです。ヤマボウシはミズキ科の落葉樹で

す。江戸時代には欧米へ渡り観賞樹木として栽培されています。 

 ヤマボウシは特徴的な白い花をつけるものが一般的ですが、今回は紅白の花

をつける紅ヤマボウシとしております。 

 花言葉は「友情」で学生たちが在学中はもとより、卒業してからも友情を育

み、社会で活躍してほしいとの願いが込められています。また欧米でも栽培さ

れていることから、卒業生がグローバルに活躍してほしいとの想いも込められ

ています。 



 

自然豊かなキャンパス 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 苫小牧高専は、自然豊かなキャンパスが広がっており、四季を通じて美しい

景色を見せてくれます。本日植樹する紅ヤマボウシが新たな彩を加えてくれる

ことでしょう。 


